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令和８年９月２５日   

 

 

山元町議会議長 伊 藤 貞 悦 殿 

 

 

派遣議員 竹内 和彦 村野 里砂 遠藤 龍之 丸子 直樹 

           日下 重紀 渡邊千恵美 菊地 孝式 品堀 栄洋 

     岩佐 秀一 齋藤 俊夫 岩佐 孝子 大和 晴美 伊藤 貞悦              

 

 

議員派遣結果報告書 

宮城県町村議会議長会主催の「宮城県町村議会議員セミナー」に出席しました

ので、その結果を下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 研修目的 議員の資質向上 

２ 研修月日 令和８年８月６日 

３ 研修場所 蔵王町ふるさと文化会館（ございんホール） 

４ 研修内容 

   講 演 「地方議会におけるハラスメント対策と議員活動における SNS

利用上の注意点」 

講 師 弁護士 荻野 泰三 氏 

    （神戸きらめき法律事務所・明石市法務監理官） 

 ５ 概要 

本研修では、地方議会におけるハラスメント対策とＳＮＳ利用の留意点に

ついて学んだ。 

ハラスメント対策は個人の問題にとどまらず、議会全体で取り組むべき組

織的課題である。優越的関係を背景とした公衆の前での叱責などはパワーハ

ラスメントに当たり得るほか、セクハラやマタニティハラスメントも視察や

懇親会を含めた全活動領域で防止が求められる。 

一方、ＳＮＳは情報発信に有効な半面、誹謗中傷やデマ、ＡＩ偽情報の拡

散、情報漏えい等のリスクを伴う。リポストや「いいね」でも法的な責任を

問われる場合があり、投稿前の事実確認とプライバシー配慮の徹底が必要で

あるということに関する講演を受けた。 

６ まとめ 
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議員は被害者のみならず加害者にもなり得る現実を認識し、ハラスメント

を許さない組織風土の醸成が不可欠であると痛感した。政策や行政に対する

峻烈な議論は不可欠だが、個人への攻撃や尊厳を傷つける言動は固く排除し、

常に相手を尊重した姿勢を貫く必要がある。 

また、ＳＮＳは情報共有の強力な手段である一方、単一の投稿や拡散行為

が深刻な社会的・法的責任を招くリスクを再確認した。今後は正確な情報に

基づいた誠実な発信を徹底し、今回得た知見を日々の活動に還元することで、

議会に対する住民の信頼向上に注力したいと考える。 


